
本書は，腹部超音波検査に従事する医師や技師が，日常診療の合い間
にもパラパラとめくって見ることができるようなハンドブックを目標
にしたものである。その前身は「腹部エコー法マスターガイド」として初
版で 6刷，改訂版で 5刷を重ねることができた。読者諸賢のご厚情に感
謝する次第である。基礎的な部分や教科書的要素をあえて割愛し，どの
ページからでもすぐ現場で役立つような構成が認められたものと，いさ
さかの自負もある。さらに，この本が本当に実用的であるために，一般
的な超音波の教科書にない現場の本音や現時点での超音波診断の限界
をもあえて収載したことへの反響も少なからずいただいた。
このたび，新しいシリーズとして再スタートを切ることになり，改め

て内容を吟味し，アップデートをはかる中で，近年，疾患概念の変更が
あった膵疾患については特に留意した。また，各臓器についてその臓器
をみるポイントを冒頭にまとめた。あえて，できることとできないこと
をわかっていただこうという視点で書いたつもりである。こうした努力
の結実が，読者の方々のベッドサイド診療に役立てば，著者らの最大の
喜びである。

人間が独りでは生きていけないように，本書の成長過程にはさまざま
な方々の言葉に尽くせないご助力があった。特に，広島市民病院超音波
検査室の技師の皆さんや医師の皆さん，貴重な写真をご提供いただいた
広島赤十字原爆病院臨床検査課長の西島敬治技師に心よりお礼申し上
げる。

2011年 3月
著者ら
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